
東洋のベ
ニスを

目指して
！

月刊

グッドラッ
クとやま

創刊30周
年 松川を整備し、
神通川の賑わいを
とりもどそう！
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県
議
、
市
議
、
有
識
者
ら
と
と
も
に
、

座
談
会
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
め
ざ
す

べ
き
姿
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

　

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
創
刊
二
十
五
周
年

を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
座
談
会「〝
水

の
都
と
や
ま
〞の
ロ
マ
ン
が
広
が
る
」

（
二
〇
〇
二
年
十
一
月
号
）で
は
、「
松

川
、
い
た
ち
川
、
富
岩
運
河
を
つ
な
ぎ
、

滞
在
型
の
観
光
地
に
！
」（
嶋
倉
幸
夫
・

元
県
土
木
部
長
、
林
建
設
工
業（
株
）社

長
）、「
松
川
の
水
位
の
安
定
化
が
急
務
」

（
今
井
清
隆
・
元
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー

所
長
）、「
四
季
折
々
の
催
し
物
と
食
が

大
切
」（
朝
日
重
剛
・
朝
日
印
刷（
株
）会

長
）、「
松
川
べ
り
を
、
富
山
の
歴
史
や

文
化
を
体
験
で
き
る
場
に
」（
北
山
直

人
・
北
山
ナ
ー
セ
リ
ー
社
長
）と
、
夢
に

向
か
っ
て
の
具
体
案
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
翌
年
二
〇
〇
三
年
の
九
月
に

は
、
神
通
川
の
直
線
化
一
〇
〇
周
年
を

記
念
し
て
、「
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
と

や
ま  

川
と
街
づ
く
り
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
」が
企
画
さ
れ
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
県

議
、
市
議
と
の
座
談
会
も
行
わ
れ
た
。

　

県
議
と
の
座
談
会
で
は
、「
松
川
、
い

た
ち
川
、
富
岩
運
河
の
一
体
化
し
た
整

備
を
」（
杉
本
正
氏
、
吉
田
良
三
氏
、
横

山
真
人
氏
）と
の
意
見
が
多
く
、
河
床

を
掘
り
下
げ
て
線
上
の
公
園
と
し
て

つ
な
ぎ
、
河
川
回
廊
を
誕
生
さ
せ
て
は

と
、
夢
が
広
が
っ
た
。

　

ま
た
、「
川
べ
り
を
生
活
と
密
接
な

空
間
に
」（
中
川
忠
昭
氏
）、「
水
を
き
れ

い
に
す
る
に
は
、
下
水
道
の
整
備
が
急

務
」（
佐
藤
英
逸
氏
）、「
人
が
歩
き
た
く

な
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
」（
岡
田

一
郎
氏
）、「
船
運
を
新
し
い
形
で
復
活

さ
せ
て
は
」（
犬
島
肇
氏
）と
、
活
発
な

意
見
が
飛
び
出
し
た
。　

　

一
方
、
市
議
七
名
と
の
座
談
会
で

も
、
松
川
、
い
た
ち
川
、
富
岩
運
河
を

　

本
誌
で
街
づ
く
り
座
談
会
を
行
う

中
、「
富
山
市
内
に
観
光
名
所
を
！
」と

の
市
民
の
声
に
応
え
て
、
一
九
八
八
年

四
月
、
松
川
に
遊
覧
船
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
以
来
、
魅
力
あ
る「
水
の
都
」創
造

に
向
け
、
模
索
を
続
け
て
き
た
が
、
理

想
的
な
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン

ア
ン
ト
ニ
オ
市
だ
っ
た
。

　

そ
の
魅
力
の
秘
密
を
探
る
た
め
、

一
九
九
七
年
、
中
村
は
県
の
河
川
技
師

を
伴
い
、
現
地
を
取
材
の
た
め
訪
問
。

公
園
管
理
者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ー
ド

氏
か
ら
、「
川
に
は
人
が
楽
し
め
る
活
動

が
あ
る
と
か
、
何
か
商
業
的
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
と
か
、
人
が
そ
こ
に
来

る
と
い
う
手
だ
て
が
必
要
」と
貴
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

松
川
を
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
空

間
と
し
て
整
備
す
れ
ば
よ
い
の
か̶

。

松
川
の
整
備
を
進
め
よ
う

夢
に
向
け
一
歩
ず
つ
前
進
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様
、
と
て
も
大
き
な
魅
力
と
、
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ハ
ー
ド
氏
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
中
で「
ま
ず
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
、
川
に
関
す
る
基
本
構
想
を
作

る
こ
と
が
必
要
。
そ
れ
に
つ
い
て
皆
で

対
話
を
始
め
、
一
つ
一
つ
の
パ
ズ
ル
が

全
部
一
緒
に
な
っ
た
時
に
、
こ
の
夢
は

叶
う
で
し
ょ
う
」と
力
強
く
語
り
、「
水

の
都
・
富
山
」実
現
に
向
け
て
、
又
大
き

な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の「
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

開
催
直
後
の
二
〇
〇
三
年
十
月
、
富
山

商
工
会
議
所
の
視
察
団
が
サ
ン
ア
ン
ト

ニ
オ
を
訪
問
。
八
島
健
三
会
頭
は
、「
富

山
と
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
は
共
通
点
が
多

い
。
し
か
し
、
富
山
は
川
を
市
民
の
財

産
と
し
て
生
か
し
き
っ
て
い
な
い
と
い

う
点
が
決
定
的
に
違
う
」と
語
り
、「
昔

あ
っ
た
西
側
の
お
堀
を
復
活
さ
せ
、
国

際
会
議
場
と
つ
な
ぐ
と
共
に
、
城
址
公

園
を
拠
点
に
松
川
の
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」と
、
具

体
案
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
濱
谷
元
一
郎
専
務
理
事
は
、

「
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー

ク
は
、
降
り
て
み
る
と
別
世
界
が
広

が
っ
て
い
る
」と
そ
の
魅
力
を
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
十
一
月
二
十
日
、
中
村
の
案

内
で
富
山
県
議
、
富
山
市
議
を
は
じ
め

と
す
る
総
勢
十
九
名
の
視
察
団
が
渡

米
。
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
観
光
客
の
多

さ
に
驚
き
な
が
ら
、
松
川
に
足
り
な
い

も
の
は
何
か
を
学
ぼ
う
と
、
熱
心
な
視

察
が
行
わ
れ
た
。

　

県
議
か
ら
は
、「
水
辺
空
間
の
素
晴
ら

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
後
の
富
山

で
の
取
り
組
み
に
向
け
、
意
を
強
く
し

た
」（
中
川
忠
昭
氏
）、「
多
く
の
県
民
、

市
民
に
も
実
際
に
見
て
ほ
し
い
」（
杉
本

正
氏
）、「
早
急
に
民

間
を
巻
き
込
ん
だ

協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
モ
デ
ル
的
な
整

備
を
始
め
る
べ
き
」

（
五
十
嵐
務
氏
・
横

山
真
人
氏
）、「
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
焦

点
を
決
め
て
、
具
体

化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」（
佐
藤
英

逸
氏
）と
の
熱
い
声

が
聞
か
れ
た
。

　

一
方
、
市
議
か
ら

も「
富
山
の
四
季
を

利
用
し
な
が
ら
、
水

辺
を
生
か
し
て
は
」（
鋪
田
博
紀
氏
）、

「
滞
在
型
観
光
の
拠
点
と
い
う
意
味
か

ら
も
、
川
べ
り
を
充
実
で
き
な
い
か
」

（
村
上
和
久
氏
）と
の
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
「
夢
の
具
体
化
に
は
市
民
の
賛
同
、

協
賛
を
得
る
こ
と
が
大
切
」（
中
村
均

氏
）、「
遊
び
心
を
川
べ
り
に
生
か
し
た

整
備
が
必
要
」（
堀
田
松
一
氏
）と
様
々

な
声
も
聞
か
れ
、
視
察
団
団
長
の
松
本

弘
行
市
議
会
議
員
は
十
二
月
一
日
、
市

議
会
議
長
に
視
察
報
告
書
を
提
出
し

た
。

　
「
建
設
部
の
方
に
も
配
り
ま
す
と
、

〝
壮
大
な
夢
〞だ
と
驚
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
ま
ず
手
の
つ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
実
現
の
可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
や
っ
て
い
け
ば
、
新
し
い
富
山
市
の

魅
力
を
作
り
出
す
都
市
改
造
の
機
会
と

な
り
ま
す
」（
松
本
氏
）

　

ま
た
、
同
行
し
た
今
井
清
隆
氏（
元

県
河
川
課
長
）か
ら
は
、「
将
来
の
大
計

一
体
化
し
た『
神
通
回
廊
』の
整
備
構
想

に
夢
が
膨
ら
み
、「
川
と
街
づ
く
り
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
向
け
て
市
民
の
意
識

も
高
ま
っ
て
き
た
。

　　  

「
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
と
や
ま
」で

は
、
松
川
周
辺
で
５
日
間
に
わ
た
り
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。「
水
上
リ
バ
ー

パ
レ
ー
ド
」や「
ラ
イ
ブ
」、「
川
の
街
絵

画
展
」な
ど
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

川
べ
り
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
…
。
市

民
か
ら
は「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
毎
年

あ
れ
ば
よ
い
」と
の
声
も
多
く
聞
か
れ

た
。

　

ま
た
、「
川
と
街
づ
く
り
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」に
出
席
す
る
た
め
来
日
し
て
い

た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ー
ド
氏
も
、「
サ
ン

ア
ン
ト
ニ
オ
に
負
け
な
い
く
ら
い
素
晴

ら
し
い
！
」と
絶
賛
。
松
川
べ
り
が
、
サ

ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
同

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
へ

　
　
　

視
察
団
が
次
々
と

松
川
の
可
能
性
を
再
確
認

目
指
す
べ
き

姿
が

見
え
て
き
た

絵
の
よ
う
に
美
し
い
石
で
作
ら
れ
た
ア
ー
チ
型
の
歩
道
橋
と
遊
覧
船
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と
切
り
離
し
、
当
面
は
松
川
区
間
の
既

存
施
設
を
活
用
し
、
利
便
性
、
快
適
性

を
向
上
さ
せ
て
は
ど
う
か
。一
つ
目
は
、

い
た
ち
川
と
の
合
流
点
に
閘
門
や
堰
を

設
け
、
水
位
を
安
定
さ
せ
る
。
二
つ
目

は
、
歴
史
的
な
も
の
の
整
備
。
三
つ
目

は
、
西
側
の
お
堀
を
再
現
し
松
川
か
ら

遊
覧
船
の
乗
り
入
れ
を
可
能
に
す
る
こ

と
」と
、
具
体
的
な
提
案
が
あ
り
、
目
指

す
べ
き
松
川
の
姿
が
、
少
し
ず
つ
明
確

に
な
っ
て
き
た
。

　

二
〇
〇
五
年
七
月
、
中
村
の
案
内
で

澤
合
敏
博
氏（
元
富
山
県
出
納
長
）、
埴

生
雅
章
氏（
現
富
山
県
土
木
部
長
）が
、

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
を
視
察
。
橋
の
上
か

ら
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
見
て
、「
こ
れ
は

松
川
と
同
じ
だ
！
」と
感
動
。

　

そ
し
て
、
造
園
技
術
者
で
も
あ
る
埴

生
氏
は
、
そ
の
成
功
の
秘
密
と
し
て
、

次
の
四
つ
の
点
に
着
目
し
た
。

㈠ 

地
表
レ
ベ
ル
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
掘
り

込
む
こ
と
で
、
地
上
の
世
界
か
ら
隔

離
さ
れ
た
オ
ア
シ
ス
空
間
を
創
り
出

　
「
今
後
の
松
川
の
整
備
に
大
変
参
考

に
な
る
」と
の
確
信
を
持
っ
て
帰
国
し

た
森
市
長
は
、
具
体
的
な
整
備
案
と
し

て
、
地
下
貯
留
槽
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
十
九
年
度
か
ら
、
合
流
式
下
水
道

の
雨
水
を
ど
う
処
理
す
る
か
調
査
を
始

め
ま
す
。
汚
物
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
大
き
な
貯
留
槽
を
作
る
し
か
な
い

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
松
川
の
底
に
作

り
、
ず
っ
と
下
流
に
行
っ
て
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
か

｜
。
事
業
費
は
い
く

ら
で
、
ど
う
い
う
手
法
が
あ
る
の
か
。

こ
れ
が
き
ち
っ
と
で
き
れ
ば
、
松
川
の

水
質
は
格
段
に
良
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
や
れ
ば
、
河
畔
に
カ
フ
ェ
や

お
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
作
ろ
う
と
い
う

発
想
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　

三
年
後
の
二
十
一
年
度
に
は
、
市
内

中
心
部
の
路
面
電
車
を
環
状
化
し
、
観

光
客
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
街
づ
く

栽
に
よ
り
、
質
の
高
い
公
園
環
境
を

創
出
し
て
い
る
。

㈣ 

川
沿
い
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
リ
バ
ー
劇

場
な
ど
、
賑
わ
い
を
創
り
出
す
魅
力

的
な
空
間
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。

　
「
こ
れ
は
回
遊
式
日
本
庭
園
の
応
用

で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
、
平
安
貴

族
が
楽
し
ん
だ
風
流
な
世
界
と
共
通
す

る
高
度
な
楽
し
み
が
、
誰
も
が
楽
し
め

る
か
た
ち
で
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
に
実

現
し
て
い
ま
し
た
」と
、
埴
生
氏
は
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
語
り
、
松
川
の
未
来

に
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　　　　

そ
し
て
今
年
、
二
〇
〇
七
年
五
月
、

森
雅
志
市
長
が
つ
い
に
市
幹
部
と
サ
ン

ア
ン
ト
ニ
オ
を
訪
問
。「
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
で
し
た
」と
、
予
想
以
上
の
美

し
さ
と
賑
わ
い
に
驚
い
た
と
い
う
。

し
て
い
る
。

㈡ 

洪
水
対
策
を
徹
底
し
、
水
位
を
一
定

化
し
て
い
る
。

㈢ 

樹
木
の
保
護
や
草
花
の
効
果
的
な
植

森
市
長
が
市
幹
部
と

　
　

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
へ

り
を
進
め
た
い
と
語
る
森
市
長
。
そ
の

中
で
、
都
心
の
河
川
空
間（
松
川
一
帯
）

を
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
整
備
し

て
い
く
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
。

　
「
人
口
減
少
化
時
代
に
入
っ
た
上
、

近
い
将
来
、
新
幹
線
で
二
時
間
で
東
京

と
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
新
幹
線
の
終

着
駅
が
金
沢
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
富
山
な
ら
で
は
の
魅
力
づ
く
り
が

急
務
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
で

あ
り
、
松
川
の
可
能
性
を
最
大
限
に
生

か
し
た
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
森
市
長
）

　

ア
メ
リ
カ
の
水
都
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ

オ
の
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、
次
第
に
明

確
に
な
っ
て
き
た
松
川
の
グ
ラ
ン
ド
・

デ
ザ
イ
ン
。
水
辺
を
活
か
し
た
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
を
持
つ
街
・
富
山
と

し
て
、
全
国
に
発
信
さ
れ
る
日
を
夢
見

つ
つ
、
さ
ら
な
る
挑
戦
は
続
く
。

成
功
の
秘
密
に
学
ぶ

アメリカのベニスを目指し、成功したサンアントニオのリバーウォーク


